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　田平町の福田米雄さんが100歳のお誕生日を迎
えられ、黒田市長が入所先のグループホームかぶ
とむしを訪れ、花束と記念品を贈り長寿を祝いま
した。
　米雄さんは、戸石川町生まれで農業を営みなが
ら、4人のお子さんを育て、亀岡神社の総代を務
めるなど地域活動にも積極的に取り組まれていま
した。グループホームに入所後は、友人との談笑
や、体操、歌などを楽しんでいます。お祝い式で
はご家族・職員・入所者の人たちに囲まれ「あり
がとうございました」と話していました。

10
18 いつまでもお元気で　祝100歳

　平戸オランダ商館で「フェイエノールト・ロッ
テルダムとV・ファーレン長崎の業務提携調印お
よび記者会見」が開催されました。
　フェイエノールト・ロッテルダムは、オランダ
ロッテルダムに本拠地を置く強豪サッカーのクラ
ブチームです。
　今回の業務提携は、両チームのユース年代の競
技力向上、指導者並びにタレント養成、トレーニ
ングプログラムや組織運営など両クラブ間におけ
るノウハウの提供や共有、また長崎県全体のサッ
カーレベルの向上を図ることを目的としています。

サッカーを通じて両国の交流を
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　田平町の石橋タエ子さんが100歳のお誕生日を
迎えられ、黒田市長が青洲会病院を訪れ、花束と
記念品を贈り長寿を祝いました。
　タエ子さんは、田平町生まれで看護師として働
きながら、5人のお子さんを育て、80歳ごろまで
は大好きな書道や詩吟の教室をしていました。現
在は、青洲会病院でデイケアやショートステイを
利用しながら、ご主人とお二人で在宅生活を続け
ています。お祝い式ではご主人や職員、利用者の
人たちに囲まれ「これを糧に長生きしようと思い
ます」と嬉しそうに話していました。

いつまでもお元気で　祝100歳
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　度島地区における消防力の強化を目的に、度島
地区全体で「平成28年度度島地区総合防災訓練」
が開催されました。
　度島地区は消防署の出張所がなく、いざという
時は地区住民の皆さんが初期消火を行わなければ
なりません。訓練には、地区消防団や自主防災組
織、婦人防火クラブ、園児から中学生までの皆さ
んが参加し、実際に放水したり、バケツリレーで
火を消したりしました。また、県防災航空隊のヘ
リによる救助訓練も披露され、皆さん真剣な面持
ちで訓練を行っていました。

島民全員で防災意識を高める
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　平戸文化センターで「第33回センサ･マイクロ
マシンと応用システム」シンポジウムが開催され
ました。
　同時開催された生涯学習講演会では「山、海、
空とセンサと」というテーマで、昆虫学者の栗林
慧氏などによる講演が行われました。栗林氏は
「これまで50年に渡り昆虫をカメラで撮影してき
たが、既成のカメラやレンズでは不可能なことを、
自ら改造し可能にしてきました。今後は、そのよ
うな不可能を可能にする技術をもっと研究開発し
てほしい」と話していました。

10
25 最先端の技術を平戸から世界へ

健康で笑顔あふれるまちに

　平戸文化センターで「平戸市福祉健康まつり」
が開催されました。当日は、約3,500人が来場し、
玄関前広場では、障がい者スポーツ体験、もちつ
き体験、中ホールではキッズ広場が設けられ、子
どもからお年寄りまで、たくさんの人たちでにぎ
わいました。
　午後からは、元ＮＨＫ「ためしてガッテン」演
出担当デスクの北折一氏による【ガッテン流！健
康法の極意～こんなにラクに健康になっちゃって
いいの！？～】のテーマで講演が行われ、健康を
保つための秘策などについて話されました。
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　10月14日～ 25日までオランダ王国ノールトワ
イケルハウト市レーウェンホルスト中高学校の生
徒12人が平成23年から続く姉妹都市交流事業の
一環として本市を訪れました。12人はパート
ナーの家庭へホームステイしながら、市内の3つ
の高校へ通学し、日本の文化や学校の授業を体験
しました。授業では習字、まゆ玉作成など日本特
有の授業を受け、初めての日本文化を体験するな
どして楽しんでいました。来年の3月には今回、
受入した日本人生徒がオランダを訪問してホーム
ステイして、オランダの文化を体験する予定です。

広めよう　交流の輪17

　九州オルレフェア平戸コースイベント「平戸秋
風オルレ」が開催されました。
 　福岡・平戸間を臨時運航するビートルの寄港
に併せて行われ、乗船してきた参加者を含む、約
１６０人が参加しました。
　参加者は、平戸の歴史的まち並みや、川内峠の
ススキなどの自然景観を眺めながら歩き、また、
休憩地点の川内峠やライフカントリーでは、うち
わえびの味噌汁や、平戸スイーツのふるまいなど
が行われ、平戸特産の食のおもてなしも堪能し、
秋の平戸を満喫していました。

秋が深まった平戸を歩く
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